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学歴 長野県看護大学大学院看護学研究科博士前期課程（修士課程） 修了 

日本赤十字看護大学大学院看護学研究科博士課程 修了 

学位 博士（看護学） 

主な職歴 厚生連篠ノ井総合病院 看護師 

長野県看護大学 助手 

高崎健康福祉大学保健医療学部看護学科 助教・講師・准教授 

佐久大学 准教授（現職） 
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看護とは？／看護ケアのプロセス（方法）について／その人らしさを支える看護ケア 
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